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すぎやまの家 事業報告 
 
基本方針１.人権尊重、権利擁護の精神を培う。 
 
  ➔各種研修会には出来る限り参加していたと考えられるものの 
 

その成果が利用者の生活にどこまで反映出来たのか、各事業管理者、 
 
サービス管理責任者等の連携が図られて質の高い福祉サービスが提 
 
供されたのか思うところである。 

 
基本方針２.杉山寮、杉山ホーム、相談支援事業の積極的展開に努める。 
 

➔杉山ホーム（すぎやま、ひろかわ）の統合（男女が一緒に生活する 
 
こと）については何とか実現出来たものの、将来検討については場 
 
所の選定、具体的な生活設計/建築設計、財源計画等について、小委 
 
員会形式をとり進めるべく考えたものの、各々具体的展開を図るま 
 
でには至らなかった。 

 
基本方針３.社会福祉法人すぎやまの家事業の人材確保・育成に努める。 
 
  ➔福祉業界のみならず社会全体での人材確保（働き手確保）が困難な 
 

時代となっているところで、人材採用においては厳しい状況であっ 
 
たものの最低限の人材確保は出来たものと考える。人材確保につい 
 
ては、関係者（職員、家族など）一丸となって情報収集に当たった 
 
ところである。 
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杉山寮事業報告 
１、人権尊重と権利擁護 

 ①職員全員が利用者一人一人の幸せを考え、職務・職責にあたります。 
  今年度は、4 月当初より虐待案件が発生し、目標としている利用者一人一人の幸せとは

何かを考えさせられる年度初めとなりました。その中で、鉄道リネン㈱の下請けをするこ

とになり、工賃を頂ける生活介護が新たにスタートすることとなりました。一人一人が少

額でも働いた金額を頂ける喜びを伝えられたと思います。   
 ②あいさつは、自分から行い、相手の話を傾聴します。 
  職員、利用者関係なく、日々の生活の中で、相手の話を傾聴することを念頭に、まずは

挨拶を行い、お互いが気持ちよく一日をスタートできる環境を整えられたと思います。 
 ③虐待と考えられる事象・事故防止・リスクマネジメントとなる事例の検証および検討し

ます。昨年同様、事故報告書を作成し、治癒するまでの経過観察を実施しました。事故報

告書は以下件数です。昨年同様に擦傷切傷の報告が多く上がっています。利用者同士のト

ラブルによる擦傷や噛み傷、皮めくりなどの自傷行為があります。県への報告のみ、下段

に記載しています。 
寮 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 計 
転 倒 転 落 0 3 1 1 1 2 1 0 0 0 0 2 11 
擦 傷 切 傷 15 13 19 10 11 18 10 9 16 18 20 13 172 
打 撲 骨 折 3 3 2 2 9 5 5 8 8 7 6 4 62 
発 疹 皮 膚 炎 0 1 1 3 1 0 0 7 3 0 2 2 20 
火 傷 熱 傷 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
ｼ ｮ ｯ ｸ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
誤 嚥 誤 薬 3 2 1 0 2 0 0 2 0 0 0 2 12 
食中毒感染症 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
所 在 不 明 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 2 
て ん か ん 0 0 2 1 0 0 0 0 0 1 0 0 4 
インシデント 0 1 2 1 3 0 1 0 0 0 0 3 11 
ホールディング 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 2 
物損 0 1 3 0 0 0 0 0 0 1 1 0 6 
県報告 2 0 1 0 2 1 0 3 0 1 0 1 11 
合計 23 24 33 18 29 26 17 29 27 29 29 29 313 

H31.04 利用者同士のトラブルで、両足骨折の大けが。入院、手術の治療となる。 
H31.04 利用者に対する暴力あり。→虐待案件として高島市へ通報 
R01.06 不安定になった利用者が浴室前扉に後頭部をぶつけ、救急搬送にて処置。 
R01.08  夜勤時間帯に転倒し、頭部受傷。夜間緊急受診となる。 
R01.08 右足親指の腫れ発見し受診。骨折が判明。 
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R01.09 旅行中に嘔吐を繰り返すため、夜間緊急受診する。 
R01.11 夜間他利用者の居室侵入が原因で、右瞼眉間を受傷する。翌日受診となる。 
R01.11 階段より足を滑らせ、頭部を受傷する。 
R01.11 発作による転倒にて口腔内を強打し受傷する。 
R02.03 入浴介助中に腫れを発見。緊急受診し、肘に菌が入ったとの診断。 

短 期 入 所 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 計 
打 撲 骨 折 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 2 
物損 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 
合計 0 0 0 0 1 0 0 2 0 0 0 0 3 

 
２、中長期計画 

 ①短期（今年度）・中期（２～４年）・長期（５年以降）に分類し、計画を立てます。 
  短期計画として、公用車として 11 年利用していた車を買い替えたと助成金申請（ダイ

トロン福祉財団より）を行い、助成していただけることとなり、新たにステップワゴンを

購入しました。中期・長期については、将来検討委員会を開催はし、いろいろな意見を頂

くことはできましたが、展開することができませんでした。 
  
３、人材（人財）育成 

 ①新人職員に対する懇切丁寧な育成 
  9 月 2 名新たな職員を採用した。 
  各部署において、主任を中心に丁寧に業務を伝えることに心がけてもらいながら、日々

の業務についてもらいました。1 か月程度（夜間支援員の方は 4 回程度）、一緒に動いて

もらい、覚えてもらっています。 
 ②話しやすい環境を整えます。苦情等意見が言いやすい環境を整えます。 
  主任を中心に、話せる環境を整え、職員間の悩みごと、利用者支援の悩みなどを少しず

つではありますが、声に出せるようになったと感じています。ただ、不安や不満に思って

いることを声に出すことができない職員も見受けられ、一人で抱え込んでしまう傾向に

ある職員へのフォローについては、今後も継続で行う必要を感じています。職員間のコミ

ュニケーションがうまく取れていないことが原因となり、第三者委員の方に話を聞いて

いただくことがありました。 
 ③働き方改革を推進します。 
  タイムレコーダー導入し、自身の時間管理をしてもらい、超過勤務時間を意識できるよ

うになったと感じています。また、有給 5 日取得については、休み希望を利用し、リフレ

ッシュ等に使用できました。全職員が最低 5 日は有給休暇取得できました。 
日付 研修 参加者 

6/14（火） 高島市障がい者就労支援事業所協会令和元年度総会・研修会 1 
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6/19-20 強度行動障害支援者養成研修 基礎① 1 
6/25（火） 滋賀県社会福祉法人経営者協議会 総会 1 
7/2（月） 令和元年度（第 1 回）避難行動要支援個別支援プラン作成にかかる構成会議 1 

7/4-5 
2019 年度 滋賀県相談支援従事者初任者研修および 
滋賀県サービス管理責任者等就任予定者対象研修 

2 

7/22-23 令和元年度全国知的障害関係施設長等会議 1 
7/25（木） 滋賀県社会福祉法人経営者協議会青年部会 役員会／研修会 1 
8/7-8 強度行動障害支援者養成研修 基礎② 1 
8/19（月） 滋賀県社会福祉法人経営者協議会青セミナー 2 
9/24（火） 原子力災害に係る安定ヨウ素剤の配布・回収および説明会 1 
10/3（火） 令和元年度（第 2 回）避難行動要支援個別支援プラン作成にかかる構成会議 1 
10/28（月 令和元年度 第 3 回 権利擁護部会 1 
10/30（水 施設内 感染症予防研修 高島保健所出張健康教室  
10/11・31 相談支援従事者初任者研修 サービス管理責任者等 基礎研修 2 
11/1（金） 滋賀県社会福祉法人経営者協議会 青年部会研修会 1 
11/7（木） 令和元年度 高島市議 議会報告会・意見交換会 1 
11/8（金） 滋賀県障害者虐待防止・権利擁護研修会 5 
11/22（金） 令和元年度 滋賀県障害者虐待防止・権利擁護研修会 3 
11/25（月） 令和元年度中核的人材育成事業 湖西圏域推進チーム事例検討会 1 
11/26（火） 採用力向上セミナー学習会 2 
11/29（金） 2019 年度サービス管理責任者 更新研修 1 
12/6（金） 高島市福祉施設協議会 令和元年度第 1 回研修会 2 
12/5・6・13 2019 年度 滋賀県相談支援従事者現任研修 1 
12/7（土） 令和元年度高島市障がい者虐待防止普及啓発事業 講演会 3 
12/9（月） 公益財団法人糸賀一雄記念財団 まだまだ知らない福祉の世界 2 
12/12（木） 湖東圏地域移行部会主催研修 精神障害の方の生活支援とは 2 
12/10（火） 令和元年度 施設内虐待防止へのアプローチ 2 
12/20（金） 令和元年度 知ハン協第 4 回障害者支援施設部会 1 
12/23（月） 令和元年度滋賀県児童成人福祉施設協議会 事務職情報交換会 1 
1/9（木） 第 5 回高島市障がい者自立支援協議会 定例会 1 
1/16-17 2019 年度滋賀県強度行動障害支援者養成研修 実践① 1 
1/28（火） 滋賀県事業内公正採用選考・人権啓発担当者向け研修会(栗東市) 1 
2/3（月） 意思決定支援研修会～自分らしくいきるために～ 1 
2/12-13 第 30 回近畿ブロックセミナー京都大会 1 
2/12-13 第 56 回近畿地区知的障害関係施設職員研修会 1 
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2/17（月） 滋賀県事業内公正採用選考・人権啓発担当者向け研修会(高島市) 1 
2/21（金） 第３８回滋賀県社会福祉学会 1 
2/20-21 2019 年度滋賀県強度行動障害支援者養成研修 実践② 2 
2/21（金） 滋賀県事業内公正採用選考・人権啓発担当者向け研修会(東近江) 1 

 ※2 月末までに新型コロナウイルス対策を作成し、3 月 4 日の職員次年度編成会議にて、

本日以降、出勤時の体温計測、職員マスク着用、来訪者・業者の検温及び手指消毒・マス

ク着用を実施。家族会の中止、利用者の帰省および家族面会の自粛、病院受診は、必要最

低限にとどめ、基本は看護師が対応することにした。コロナウイルス感染関係の国・県か

らの書類を各自一読するように伝えた。コロナウイルス感染に伴い、デマ情報や憶測が飛

び交っているため、不確かな情報を利用者の前で話をしないこととした。 
 ※4 月より職員体制また必要な資格取得を行い、重度障害者支援加算を頂くことになりま

した。 
 
４、各種団体との連携 

 ①スペシャルオリンピックス滋賀高島の活動に参加します。 
  利用者数名が毎月職員とともに活動に参加し、バドミントン・卓球を楽みました。 
 ②高島市福祉施設協議会などに参加し、密な関係を構築できるようにする。 
  2 か月に 1 回のペースで実施の自立支援協議会をはじめとし、地域ケア会議などに参加

し、市内における事業所間で情報共有が出来てきたと思います。 
 ③その他 
 ≪家族会≫                            出席人数（名） 

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 合計 

総会・ 
懇談会 

19 20 17 19 17 ― ― 22 13 14 17 ― 158 

同日 
開催 
協賛 
行事 

16 13 20 13 16 14  16 12 13 10  143 

花
見 

喫
茶 

大
掃
除 

喫
茶 

納
涼
祭 

一
泊
旅
行 

※
運
動
会
中
止 

 

大
掃
除 

新
年
会 

 中
止 

 

≪ボランティア≫                         実施回数（回） 

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 合計 

傾聴 1 1 1 1 1 1 0 1 0 0 0 0 7 
音読 0 2 2 2 2 2 2 2 2 2 1 0 19 
書道 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
散髪 0 1 0 0 1 0 1 0 1 0 1 0 5 
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  傾聴ボランティア…7～8 名、毎月 1 回（第 2 金曜日） 
  音読ボランティア…   1 名 、毎月 2 回（隔週水曜日） 

書道ボランティア…2～3 名、隔月 1 回 
散髪ボランティア…隔月 1 回程度 
 

サービス利用の状況 
 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３ 合計 
月末入所者数 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 360 
入院 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 
入所 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
退所 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

 ※4/10-18 骨折のため入院 ※6/28-29 大腸がん検査のため入院 
施設入所支援 

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計 
延べ利用者数 877 905 883 917 889 887 909 885 909 892 851 930 10734 
生活介護 
月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計 

延べ利用者数 663 692 664 699 677 665 693 667 695 691 638 712 8156 
短期入所 
月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計 

延べ利用者数 0 2 0 15 30 29 29 28 29 28 0 0 190 
職員の状況（採用、退職等） 

 施設長 ｻｰﾋﾞｽ管理責任者 事務員 生活支援員 看護職員 栄養士 医師 調理員 計 
年度当初人数 1 1 2 12 1 1 1 6 25 
増員 0 0 0 0 0 0 0 1 1 
減員 0 0 0 2 0 1 0 2 5 
計 1 1 2 10 1 0 1 5 21 

人数（名） 

利用者の状況（年齢、在所年数、障害、出身世帯との連携）  
性別＼年齢 ~19 20~29 30~39 40~49 50~59 60~69 70~79 80~ 計 平均 

男 1 1 4 7 6 0 0 0 19 42.3 
女 0 0 2 6 1 2 0 0 11 48.0 
計 1 1 6 13 7 2 0 0 30 45.2 

人数（名） 
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性 別 ＼

在所年数 
1 未満 1 以上 

3 未満 
3 以上 
5 未満 

5 以上 
10 未満 

10 以上 
15 未満 

15 以上 計 

男 0 4 2 1 2 10 19 
女 0 0 0 1 0 10 11 
計 0 4 2 2 2 20 30 

人数（名） 

身体障害の状況 肢体不自由 聴覚言語障害 視覚障害 内部障害 移動機能障害 その他 計 
男 0 1 0 0 1 0 2 
女 0 0 0 0 0 0 0 
計 0 1 0 0 1 0 2 

人数（名） 

知的障害の状況 Ａ Ａ２ Ｂ  その他 計 
男 15 3 1  0 19 
女 9 0 1  1 11 
計 24 3 2  1 30 

人数（名） 

障害支援区分 １ ２ ３ ４ ５ ６ 計 平均 
男 0 0 0 1 12 6 19 5.26 
女 0 0 0 3 3 5 11 5.18 
計 0 0 0 4 15 11 30 5.22 

人数（名） 

精神障害の状況 1 級 2 級 3 級    計 
男 2 0 0    2 
女 0 0 0    0 
計 2 0 0    2 

人数（名） 

出身世帯との年間連携状況 0 回 1 回 2~5 回 6~11 回 12 回~ 計 
面会・外出 6 4 7 12 1 30 

外泊 17 2 7 1 3 30 
人数（名） 

日中活動 
① 今年度から始めた鉄道リネン下請け作業、ホテルスリッパの乾燥・袋詰め・出荷などを

行い、毎月月末、活動に参加した利用者に、工賃を支給しました。支給した工賃につい

ては、基本寮預かりの小遣い帳に入金しました。成年後見人がついておられる方につい

ては、成年後見人の方に工賃を確認してもらいに、施設に来ていただきました。工賃を
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きっかけに、成年後見人の方と話をする機会を持つことが出来ました。 
② 公園や寮周辺の歩行を励行し、体力維持に努めました。 

黒田紙業へのダンボール、牛乳パック、古紙など、随時搬入した。 
③ 行事の飾りや季節感ある飾りを共同で制作し、ホールなどに飾った。 
行事（地域交流を含む）の状況 
日付 ≪主催≫内容（場所ほか） 参加者  

施設利用者 ﾎｰﾑ利用者 家族 合計 

4/13（日） お花見 28 4 16 48 
5/19（日） チャリティー映画祭（パイロットクラブ） 8 3   11 
6/１（土） ふじみ寮まつり 10 3  13 
6/2（日） 杉山まつり 30 3 1 34 
6/8（日） 皆で楽しむコンサート 4   4 
7/6（土） スペシャルスポーツカーニバル 16 1  17 
8/11（日） 納涼祭 30 3 16 49 
8/25（日） チャリティーコンサート 17 3  20 
9/9-10 すぎやまの家一泊旅行 30 6 14 50 
10/29（火） スポーツフェスティバル 16 1  17 
11/3（日） 糸賀音楽祭 5   5 
11/4（月） 西地区お楽しみ会 3 3  6 
11/9（土） ウォークラリー（運動会の振り替え） 30 3 16 48 
12/7（土） ＫＯＳＥＩ輝く芸術祭 10   10 
12/25（火） クリスマス会 30 2  32 
1／13（月） どんと焼き 30 3  33 
2／10（日） バレンタインデーおやつ作り 28 3 10 41 
3／10（日） ホワイトデーおやつ作り 28 3  31 

※月 2 回の割合で開催された湖西ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ（合唱）へは別途参加した。 
※毎月ｽﾍﾟｼｬﾙｵﾘﾝﾋﾟｯｸｽ日本滋賀高島、卓球およびﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝの練習会・大会に参加した。 
※誕生者外出実施（3 月誕生者 2 名については、ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染拡大に伴い中止となった。） 
会議の状況 

名称 参加者の職種 開催状況 主な内容 
全体会議 全職員 

＊臨床心理士 1 名（基幹相

談支援センターより招へい 

毎月第 4 火曜日 
09：30～11：30 
全 10 回（次年度編成会議を除く） 

・施設内虐待防止に向けての研

修及び協議 
・その他 

生活棟会議 生活支援員 
看護職員 

毎月第 1 月曜日 
09：00～11：30 

・直接支援内容に係る協議 
・その他 
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サビ管 全 10 回（次年度編成会議を除く） 
炊事会議 炊事主任 

栄養士 
調理員 
管理職 1 名 

毎月第 1～2 週 
（実際は全体会議開催日） 

14：00～15：00 
全 7 回（記録は 9 月のみ） 

・行事食の検討 
・業務手順の見直し 
・その他 

虐待・苦情 
申立会議 

管理職 
各部署主任 

毎月第 3 週 
午前 
全 7 回 

・利用者及び職員から受け付け

た苦情等について協議 

相談会議 相談支援専門員 
各部署主任 

生活棟会議開催日 
午後 
全 10 回（次年度編成会議を除く） 

・サービス等利用計画に係るモ

ニタリングに資する会議 
 

運営会議 理事長 
管理職 

虐待・苦情申立会議開催日 
午後ほか 
全 12 回（1 月 0 回、3 月 2 回） 

・法人と事業所の連携を目的と

した会議 

次年度編成 
会議 

理事長 
全職員 

2 月～3 月 
全体会 3 回ほか各部署会議 

・令和元年度の総括 
・令和 2 年度の組織編成及び事

業計画 
給食会議 栄養士 

炊事主任 
主任生活支援員 
看護職員 
事務職員 

5 月、7 月、9 月、1 月 
13：00～14：00 
全 1 回（記録は 6 月のみ） 

・嚥下研修 
・自助具の検討 
・特食対応の協議 
・その他 

サービス評価 
●令和 2 年 3 月に全職員で取り組む。（4 月末までに取りまとめて県へ報告予定） 

看護の状況（感染症予防対策、定期健康診断の実施状況等） 
①健康診断 
・7 月 11 日、嘱託医（今津病院 安藤医師）に依頼して実施した。 
・12 月 11 日、滋賀保健研究センターに依頼して実施した。 
②健康相談 

 ・原則第 2 木曜日の午前中に嘱託医（今津病院 安藤医師）が実施した。 
③歯科検診 
・8 月 1 日に実施した。 

 ④ブラッシング指導 
 ・5 月 17 日と 11 月 15 日の 2 回、滋賀県口腔衛生センターに依頼して実施した。 
⑤インフルエンザワクチン予防接種 

 ・11 月 28 日、主治医（嶺南こころの病院 高橋医師）に依頼して施設内で実施した。 
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⑥病害虫駆除 
 ・5 月 28 日、10 月 10 日の 2 回、ゴキブリ、ネズミに対する残留噴霧処理の実施あり。 
⑦受診状況 

診療科 精神科 歯科 内科 皮膚科 泌尿器科 整形外科 外科 婦人科 眼科 耳鼻科 神経内科 
延べ受診者 

832 
470 134 61 50 15 36 27 4 12 14 9 

⑧その他 
感染症の罹患者は、ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ 3 名（利用者 1 名、職員 2 名）で隔離対応を行った。 

防災訓練、消防用設備等の保守点検状況 
●消防訓練 

11 月 26 日（消防署員 2 名立会）と 3 月 18 日（夜間想定）の 2 回実施した。 
●保守点検 
 10 月 24 日、㈱シガ技研により消防設備等の点検がなされたが特段の異状なし。 

11 月 6 日、㈱東山により地下タンク貯蔵所の点検がなされたが特段の異状なし。 
給食の状況 

 令和元年度実績 
1日当たり平均給与栄養量 1731kcal 
給食単価 886円 
 食堂利用に関して 
給食利用人員 63人 
食堂利用可能人員 46人 
食堂利用人員が少ない理由 行事の参加、利用者の帰省、職員が交代制勤務のため。 
食堂の環境づくり 
 

個々が食事を摂りやすいよう、椅子に座布団やクッション、利用

者が創作した織物を使用している。また、テーブルの透明シート

の下には行事で作成したカードや、他利用者より貰った手紙を置

き、常にリラックスのできる環境を作っている。 
食堂の環境に関しては、利用者の意見を聞き、不都合があれば席

替え等を随時行っている。 
身体状況に応じた食事のための 
自助具等の活用        

必要に応じて自助スプーン、ストロー、傾斜皿、食事用エプロン

、皿の滑り止めシート、ペットボトル等を使用している。また、

特別食(減塩食、制限食、刻み食)にはトレーを用いて食事を提供

している。 
食事介助について 食事を提供する側として、常に利用者の食事摂取状況を把握する

ため、炊事職員自ら食堂へ赴き、食事介助に係るよう努力した。 
新しい利用者の入所や利用者の高齢化が進む中、常に利用者の食

事摂取状況を把握し、他職種との連携を図り、食事の形態を変更

し対応した。 
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杉山ホーム事業報告 
１、人権尊重と権利擁護 

 ①職員全員が利用者一人一人の幸せを考え、職務・職責にあたります。 
  一般就労している利用者、作業所に通所している利用者、個々のライフスタイルに合わ

せて支援できたと思います。退所を考えている利用者に対し、少しですが、一人暮らしを

しても調理できるように支援を行いました。 
  4 月よりホームの一本化を図り、今津町弘川の地において、新たに 6 人での生活をスタ

ートさせました。杉山地区より移動することとなった利用者の不安はいかばかりかと思

っていましたが、利用者においては、新生活をスタートさせたことに混乱もなく、新たな

地区での生活を楽しんでおられました。地域の方にも認知していただき、祭りをはじめと

し、地区掃除や集会等にも参加し、弘川地区に杉山ホームがあることを知っていただき、

理解して頂くことができました。 
 ②あいさつは、自分から行い、相手の話を傾聴します。 
  職員、利用者関係なく、日々の生活の中で、相手の話を傾聴することを念頭に、まずは

挨拶を行い、お互いが気持ちよく一日をスタートできる環境を整えられたと思います。挨

拶が苦手な利用者には、職員から声をかけるようにしています。 
 ③虐待と考えられる事象・事故防止・リスクマネジメントとなる事例の検証および検討し

ていきます。 
  昨年同様、事故報告書を作成し、治癒するまでの経過観察を実施しました。今年におい

ての事故報告書は、以下の通りです。ホームについては、事故報告書を記載するという認

識が職員に薄く、利用者個々の記録より抜粋を行いました。次年度に向けて、事故報告書

を作成するよう徹底できればと考えています。 
ホーム 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 計 
転 倒 転 落 2 0 7 0 1 1 0 0 0 2 2 1 16 
擦 傷 切 傷 2 1 1 4 0 1 3 0 2 0 1 5 20 
打 撲 骨 折 0 0 5 2 2 2 2 0 3 3 1 1 21 
発 疹 皮 膚 炎 1 0 0 0 4 0 0 2 2 2 2 0 13 
火 傷 熱 傷 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
誤 嚥 誤 薬 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 
食中毒感染症 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
所 在 不 明 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
て ん か ん 1 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 3 
インシデント 0 0 0 0 2 1 0 1 2 1 0 0 7 
ホールディング 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
合計 6 1 13 6 10 6 5 3 9 8 6 8 81 
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２、中長期計画 
 ①短期（今年度）・中期（２～４年）・長期（５年以降）に分類し、計画を立てます。 
  ホームを一本化することで、生活リズムが今までとかわり、一人一人のリズムの組み立

てを行い、通所や就労先の時間にあわせた、動きを作ることができました。設備としては、

今年度は購入せずに、あるものを使って工夫し生活を組み立てました。中期・長期につい

ては、将来検討委員会を開催し、いろいろな意見を頂くことはできましたが、展開するこ

とができませんでした。 
 
 ３、人材（人財）育成 
 ①新人職員に対する懇切丁寧な育成 
  12 月 1 名新たな職員を採用した。 

管理者代理を中心に丁寧に業務を伝えることができた。 
 ②話しやすい環境を整えます。苦情等意見が言いやすい環境を整えます。 
  職員個々が考えていることを発言できるよう、会議等で配慮しました。また、利用者か

らの訴え等を丁寧に聞くことで、利用者同士の誤解を解くこともできました。 
③働き方改革を推進します。 
ﾀｲﾑﾚｺｰﾀﾞー導入し、時間管理を行い、超過勤務時間を意識できたと感じています。また

有給 5 日取得については、休み希望を利用し、ﾘﾌﾚｯｼｭ等に使用できていた。 
日付 研修 参加者 

7/9（火） 危険物取扱者保安講習 1 
7/19（金） 権利擁護部会 1 
10/10（木） 高島市の社会福祉事業者のための採用力向上セミナー 1 
10/21（月） 高島市の社会福祉事業者のための採用力向上セミナー 1 
10/28（月） 権利擁護部会 1 
10/30（月） 感染症予防研修の実施 3 
11/24（日） 「高島花咲かそう」意見交換会 1 
11/26（月） 高島市の社会福祉事業者のための採用力向上セミナー 1 
12/7（土） 高島市障がい者虐待防止普及啓発事業講演会 2 
2/3（月） 権利擁護部会 1 
2/6（木） 第 15 回近畿地区グループホーム等職員研修会 in 大阪 1 

 ※2 月末までに新型コロナウイルス対策を作成し、3 月 4 日の職員次年度編成会議にて、

本日以降、出勤時の体温計測、職員マスク着用、来訪者・業者の検温及び手指消毒・マス

ク着用を実施。家族会の中止、利用者の帰省および家族面会の自粛、病院受診は、必要最

低限にとどめ、基本は看護師が対応することにした。コロナウイルス感染関係の国・県か

らの書類を各自一読するように伝えた。コロナウイルス感染に伴い、デマ情報や憶測が飛

び交っているため、不確かな情報を利用者の前で話をしないこととした。 
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４、各種団体との連携 
 ①ｽﾍﾟｼｬﾙｵﾘﾝﾋﾟｯｸｽ滋賀高島の活動に参加します。 
  利用者数名が毎月職員とともに活動に参加し、ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ・卓球を楽みました。 
 ②高島市福祉施設協議会などに参加し、密な関係を構築できるようにする。 
  2 か月に 1 回のペースで実施の自立支援協議会をはじめとし、地域ケア会議などに参加

し、市内における事業所間で情報共有が出来てきたと思います。 
③その他 

 サービス利用の状況 
 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３ 合計 
月末入所者数 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 72 

 
共同生活援助 

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計 
延べ利用者数 180 186 180 186 186 180 186 180 186 185 174 186 2189 

※1 月に 2 泊 3 日の帰省が一度あった。 
 

職員の状況（採用、退職等） 
 施設長 ｻｰﾋﾞｽ管理責任者 事務員 世話人・生活支援員 計 

年度当初人数 1 1 1 3 6 
増員 0 0 0 1 1 
減員 0 0 0 0 0 
計 1 1 1 4 7 

 
利用者の状況（年齢、在所年数、障害、出身世帯との連携）  

性別＼年齢 ~19 20~29 30~39 40~49 50~59 60~69 70~79 80~ 計 平均 
男 0 0 0 1 0 2 0 0 3 58.0 
女 0 1 0 1 0 1 0 0 3 43.6 
計 0 1 0 2 0 3 0 0 6 50.8 

 
性 別 ＼

在所年数 
1 未満 1 以上 

3 未満 
3 以上 
5 未満 

5 以上 
10 未満 

10 以上 
15 未満 

15 以上 計 

男 0 0 0 0 1 2 48.6 
女 0 0 0 1 0 2 17.6 
計 0 0 0 1 1 4 19.5 
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障害支援区分 １ ２ ３ ４ ５ ６ 計 平均 
男 0 0 0 3 0 0 3 4.0 
女 0 2 1 0 0 0 3 2.3 
計 0 2 1 3 0 0 6 3.2 

 
出身世帯との年間連携状況 0 回 1 回 2~5 回 6~11 回 12 回~ 計 

面会・外出 5 0 1 0 0 6 
外泊 5 0 1 0 0 6 

 
行事（地域交流を含む）の状況 

日付 ≪主催≫内容（場所ほか） 参加者 
ﾎｰﾑ利用者 施設利用者 合計 

4/13（日） 花見 4 28 32 
5/19（日） チャリティー映画祭 3 8 11 
6/1（土） ふじみ寮まつり 3 10 13 
6/2（日） 杉山まつり 3 30 33 
6/9（土） 区掃除 3  3 
6/23（日） ホームバーベキュー 6  6 
7/6（土） スペシャルスポーツカーニバル 1 16 17 
7/28（日） 区ゴミ捨て場掃除 3  3 
8/11（日） 納涼祭 3 30 33 
8/16（金） 利用者自宅盆の墓参り 3  3 
8/25（日） パイロットクラブ チャリティーコンサート 3 17 20 
9/8-9 すぎやまの家一泊旅行 6 30 36 
9/15（日） 区掃除 4  4 
10/6（土） パイロットウォーク 3  3 
10/20（日） 昼食外出 5  5 
11/2（土） 龍谷大学ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱと SO ｱｽﾘｰﾄ運動会 2  2 
11/4（月） 西地区お楽しみ会 3 3 6 
11/10（日） レクリエーション（運動会の振り替え） 3 30 33 
11/17（日） 区防災訓練 5  5 
12/7（土） 虐待防止講演会 5  5 
12/25（火） クリスマス会 2 30 32 
1/2（木） 年始外出① 5  5 
1/4（土） 年始外出② 3  3 
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1/13（月） どんと焼き 2 30 32 
2/2（日） イルミネーション、夕食外出 6  6 
2/9（日） バレンタインデー行事 3 28 31 
2/22（土） コメダおやつ外出 5  5 
3/8（日） ホワイトデー行事 3 28 31 

 
会議の状況 

名称 参加者の職種 開催状況 主な内容 
ホーム会議 世話人兼生活支援員  

管理者 
サービス管理責任者  
事務員 

全１３回 
2 月 2 回実施 

30 件の虐待事案についての意見交

換、利用者の生活全般にわたる意見

交換等 

 
サービス評価 
●令和 2 年 3 月に全職員で取り組む。（4 月末までに取りまとめて県へ報告予定） 

 
看護の状況（感染症予防対策、定期健康診断の実施状況等） 
①健康診断 
・7 月 11 日、嘱託医（今津病院 安藤医師）に依頼して実施した。 
・12 月 11 日、滋賀保健研究センターに依頼して実施した。 
 ※通所利用者および就労利用者 4 名については、各事業所で検診を実施。 
②健康相談 

 ・原則第 2 木曜日の午前中に嘱託医（今津病院 安藤医師）が実施した。 
③歯科検診 
・8 月 1 日に実施した。 
※通所利用者は、通所先で検診を実施。 

 ④ブラッシング指導 
 ・5 月 17 日と 11 月 15 日の 2 回、滋賀県口腔衛生センターに依頼して実施した。 
※通所利用者および就労利用者 4 名については仕事を優先していただき、今回は参加し

ておりません。 
⑤インフルエンザワクチン予防接種 

 ・11 月 28 日、主治医（嶺南こころの病院 高橋医師）に依頼して施設内で実施した。 
 ※就労利用者 2 名については、就労先にて実施した。 
⑥その他 
感染症の罹患者は、インフルエンザ 2 名（利用者 1 名、職員 1 名）で隔離対応を行っ

た。 
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相談支援事業ひろかわ事業報告 

すぎやまの家で生活・活動しながら利用者の皆様は暮らされています。集団の中で隠れが

ちな個々のニーズを、事業所からの報告や面会時に尋ね反映できるように努力しました。 

昨年度同様に、外出・通院等の引率・朝の会や夜勤帯等で生活場面を間近で見る事で、日

頃の様子や困り事を直接感じる機会を設けました。 

今年に入り新型コロナウイルス感染拡大防止で外出自粛が必要になってきました。利用

者様の代替えの必要性を事業所に伝え訪問理容利用の開始に繋がりました。 

  

１人権尊重と権利擁護の精神を培う。 

 利用者個々に対して面談や、モニタリング会議として実施しました。個人に対して共感を

持つ姿勢で会議や面談に臨むものので知りえた情報を上手く活用できずモニタリングを終

えてしまう事も多かったです。 

 人権や権利擁護等の研修にも参加しました。利用者理解の為、精神障害者の学習会・研修

にも参加し情報の収集に努めました。他の研修について、相談支援者従事者研修を参加しま

した。 

※新型コロナウイルス拡大防止の観点から参加予定であった各種研修や会議が今年２月よ

り中止が相次ぎました。 

 

２地域との連携を持つ。 

 高島自立支援協議会定例会等・市内相談連絡会・精神保健部会・避難行動援護等、高島市

の事業所の方と、毎月１回程度のペースでの会議や研修会に参加しました。市内の課題につ

いて、グループワーク等を行いながら地域課題について情報の共有や意見の交換ができた

と思います。 

スペシャルオリンピックス日本・滋賀高島支部のコーチとして参加しました。毎月の練

習・SP 委員会や大会・交流会等にも参加しました。参加される地域のアスリートの多くは

この時間を楽しみにされており継続の必要性を感じています。市内のコーチ確保の為に、資

格取得の研修を提案・３月実施予定でしたがこれも新型コロナウイルス感染予防の為、中止

となりました。 

 

 

 

 








